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存在する rs6871626 が報告された（Terao et al. Am J Hum Genet, 2013）。
IL12B領域は IL-12p70と IL-23の共通サブユニットである IL-12p40をコード




産生について調べ、上記の IL12B SNP におけるリスクアレルの有無で層別化
して比較することを目的とした。 
44 人の高安動脈炎患者および 19 人の健常者の血漿中 IL-12p40、IL-12p70、
IL-23 の濃度を ELISA 法で測定した。次に、20 人の高安動脈炎患者および 14
人の健常者末梢血から単球を単離し、IFN-γおよびリポポリサッカライドで刺
激して上清中のサイトカインを ELISA 法で測定した。加えて、末梢血単核細胞
における CD4 陽性細胞中の IFN-γ陽性細胞（Th1 細胞）および IL-17A 陽性
細胞（Th17 細胞）の割合をフローサイトメトリーにより測定した。 
血漿中 IL-12p40 と IL-12p70 および単球培養上清中 IL-12p70 が高安動脈炎
患者で健常者よりも有意に高値であった（いずれも p<0.01）。血漿中および単
球培養上清中 IL-23 は患者・健常者間で有意差を認めなかった。IL12B SNP に
おけるリスクアレルの有無で層別化すると、血漿中 IL-12p70 はリスクアレル
有り群（n=31）で、なし群（n=13）より有意に高く（p=0.012）、単球培養上
清中 IL-12p40 および IL-12p70 はリスクアレル有り群（n=14）で、なし群（n=6）
よりも有意に高値であった（それぞれ p=0.025、p<0.01）。CD4 陽性 IFN-γ
陽性細胞（Th1 細胞）の割合はリスクアレルをもつ患者（n=14）で持たない患
者（n=6）より有意に高かった（p=0.037）が、CD4 陽性 IL-17A 陽性細胞（Th17
細胞）の割合は両群間で有意差を認めなかった。 









する IL-12p40 と、それを構成要素とする IL-12p70、IL-23 の血漿中濃度やマ
クロファージによる産生能を調べ、SNP リスクアレルの有無による違いを検討




患者よりも有意に高かった。また、IL-12p70 は Th1 細胞への分化に、IL-23 は
Th17 細胞への分化に関与するため、Th1 および Th17 細胞の割合についても検
討したところ、高安動脈炎患者およびリスクアレルを持つ患者で Th1 細胞が優
位となる傾向が明らかとなった。以上より、高安動脈炎の疾患感受性遺伝子で
ある IL12B の SNP リスクアレルは、IL-12p40、IL-12p70 の産生亢進を介して




  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと
認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 29 年 12 月 19 日実施の論文内容と
それに関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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